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写真1：「記念デザイン列車」 外装デザイン／International Design Center
　デザインのコンセプト
　デザインの創作過程では、それぞれの仕事に見あった「日常
性のデザイン」と「非日常性のデザイン」の心地よい接点をいかに
見つけるか、を意識しています。それは、日常性の素材にいかに
非日常性の楽しさを与えるか、あるいはまた、非日常性を持った
素材をいかに日常に融合させるかであったり。
　いずれにせよ、視覚的な刺激やゆとりを与えることで日常生活
の中に楽しさや快適さをもたらすこと。これはデザインに求められ
ている役割のひとつと考えています。
　
（1）名古屋市営地下鉄「記念デザイン列車」外装デザイン
　この「世界インテリアデザイン会議記念デザイン列車」と「国際
デザインセンター記念デザイン列車」は1編成のみで2〜3年間使
用という期間限定の、いわば一過性のデザインであり、それは日
常生活の中で視覚的刺激を与える“非日常性のデザイン”として
制作したものです。（作品1）（写真1〜3）
（2）名古屋ガイドウェイバス「ゆとりーとライン」外装デザイン
　ガイドウェイバスは、一過性のデザインとは異なり恒久的な日
常生活の中でのデザインという点で、あまり主張することなく、通
勤で利用する人々のストレスを少しでも和らげる、まさに後に愛
称募集で採用された名前“ゆとりーとライン”の示すとおりの優し
い心象を与えるデザインで制作。実車の製作段階では、塗料の
色合わせからシート生地の選択、車内の色、ロゴタイプからサイ
ン計画までトータルにデザインしました。（作品2）（写真4）
（3）長野県木曽広域サイン計画
　日本の江戸時代（400年前）の山間部の宿場町の景観を残す
“木曽路”全域のサイン計画。当時の面影を残す建物の“格子
戸”のイメージをモチーフに、前述の日常性のデザインで制作。
自然を含めた周囲の景観に調和するデザインで提案、採用され
ました。県境観送迎サイン、道の駅案内板等、現在も木曽路全
域に整備進行中！（写真5）
（4）国際博覧会「愛・地球博2005」
2000年度版カレンダ “ー花鳥風月”
　日本博覧会協会が2005年に愛知で開催されることを周知して
もらうために制作、世界中に配布されたカレンダー。デザイン団
体JAGDA中部地域の指名コンペで採用、制作。“花鳥風月”は
自然美を称えた日本の心と美意識を表わす言葉であり、常に自
然と同化あるいは共存しようとする強い願望をあらわした日本人
特有の感性を示したものであり、世界に発信するカレンダーの
テーマとして制作した。（作品3）
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作品2：名古屋ガイドウェイ「ゆとりーとライン」 外装デザイン／NAGOYA GUIDWAY BUS
写真3：「記念デザイン列車」 外装デザイン／IFI95 NAGOYA
写真2：「記念デザイン列車」 外装デザイン／International Design Center
作品1：名古屋市営地下鉄「記念デザイン列車」 外装デザイン／COMMEMRATIVE PAINTED SUBWAY TRAIN
 写真4：「ゆとりーとライン」 外装デザイン
 大曽根→高架→小幡緑地→高蔵寺／市バス, 名鉄バス, JRバス
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写真5：長野木曽広域サイン計画
受賞：一般公募コンペティション・グランプリ
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作品3：国際博覧会「愛・地球博2005」 2000年度版カレンダー “花鳥風月”
EXPO JAPAN 2005, 2000 CALENDAR “KACHO-FUGETSU”
W600×H650mm, オフセット印刷／受賞：全国カレンダー展・マーケッティング協会賞
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